
３．事後評価の実施

（１）　実施時期

（２）　評価の方法

４．総合的な所見

５．各目標の達成状況

（１）　公立の義務教育諸学校等施設の老朽化対策を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（様式２）

施設整備計画の計画期間の終了後、教育委員会内において事後評価を行う。その評価結果を
ホームページで公表する。

　施設整備計画に掲げた事業については、計画どおりに実施することができた。
　特に、地震防災対策事業を実施したことで、構造体の耐震化率が１００％となり教育環境の安全
が確保できたと言える。
　また、市内中学校の普通教室に空気調和設備を導入したことにより、市内小中学校の普通教室
への整備が完了し、教育環境の質的な向上が図られたと言える。
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（２）　地震、津波等の災害に備えるための整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（３）　防犯対策など安全性の確保を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（４）　教育環境の質的な向上を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（５）　施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

６．改築後の危険建物等のとりこわし状況

トイレの老朽化が著しい河原田小学校について、全面的に改修し、またトイレの洋式化を推進する
ことにより安全安心な教育環境の改善を図ることができた。
また、昨今の猛暑による熱中症対策として、市内中学校の普通教室等に空気調和設備を導入する
ことにより快適な教育環境を整備することができた。今後は特別教室についてもエアコンの導入を
検討する予定。

雨水排水能力が著しく低下した羽茂小学校の屋外運動場（グラウンド）について、全面改修を行う
ことにより排水能力が向上し屋外教育活動の充実を図ることができた。

八幡小学校の校舎棟及び体育館棟の耐震補強事業を完了したことにより、市内小中学校の耐震
化率は100%となり、目標を達成した。



（様式３）

７．事業ごとの実施状況

(実施しなかった場合）

事業単位
建物
区分

構造
区分

全事業期間
（契約～完成）

未実施の理由・今後の対応予定等

八幡小学校 （２） 05 地震補強 校 Ｒ R1.6～R2.2 R2.2.20

河原田小学校 （４） 07 大規模改造（トイレ） 校 Ｒ R1.6～R1.11 R1.11.14

河原田小学校 （４） 07 大規模改造（トイレ） 屋 Ｓ R1.6～R1.11 R1.11.14

八幡小学校 （２） 05 地震補強 屋 Ｓ R2.6～R2.12 R2.12.3

内海府中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ R2.6～R2.11 R2.11.11

前浜中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｗ R2.6～R2.11 R2.11.11

相川中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ R2.6～R2.11 R2.11.12

高千中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ R2.6～R2.11 R2.11.12

佐和田中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ R2.6～R2.11 R2.11.12

金井中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ R2.6～R2.11 R2.11.19

新穂中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ R2.6～R2.11 R2.11.25

畑野中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ R2.6～R2.11 R2.11.18

松ヶ崎中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ R2.6～R2.11 R2.11.18

真野中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ R2.6～R2.11 R2.11.17

両津中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ R2.6～R2.11 R2.11.11

南佐渡中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ R2.6～R2.11 R2.11.26

羽茂小学校 （５） 09 屋外教育環境 - - R3.7～R4.3 R4.1.24

学校等の名称
事業
区分

目標
備考

（改築事業は、旧施設の
とりこわし時期を明記）

整備方針

事業完了
年月日


